









































































































































































































































Bosmz凡αme死djo凡α"sSars，1904：オー ストラリア，ニュー ジー ランド，アフリカ（ガー ナ）
Bosmz凡α虹bZce凡Brehm，1953：北米，中米，南米（熱帯域），カリブ海諸島
Bosmmα〃e/z”Lieder，1962：アフリカ（マリ）
Bosmmα”αme凡sZsDelachaux，1918：南米，中米，米国テキサス州
SubgenusEzめosmmaSeligo，1900
BOS"zmaJongZSpmaLeydig，1860：全北区のうち北部にかたよる：Lieder（1983b）は2亜種と4forma
を区別
Bosmmamz”αLilljeborg，1900：ヨー ロッパ；Lieder（1983b）は5亜種を区別
BOS、呪acoFegomBaird，1857：ヨー ロッパ，北米（五大湖周辺）；Lieder（1983b）は3亜種を区別
Bosmmα”αsszco戸rzjsLilljeborg，1887：ヨーロッパ北部
Bosm"zamaF奴maPE､MUller，1868：ヨー ロッパ（バルト海,バレンツ海周辺），北米五大湖周辺
Bosmmao〃g凡sDeMelosndHebert，1994：米国コネチカット州，カナダニュー ファウンドランド州
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日本でのB,coFegomの最初の記録はUeno（1933）
にある。阿寒湖，パンケ湖，然別湖からjongZsp加α‐
groupに属するBCC『egomsej増oformaを記録し，
coFego九j-groupとして塘路湖から亜種BCC戸ego凡z
yezog凡sjsを記載している。前者はLieder（1983b）
の基準に従うとBIO凡gjSp加aLeydigとされるべきも
ので，後者はKorinek（1971）によってB血”"sのシ
ノニムとされたが，明らかにB､Jongjsp加αに分類され
るものである。ムクロをもたないことを特徴とする
BCC『egom（Lieder，1983aは3亜種に分けている）
はヨー ロッパに広く分布し（Lieder，1983aによると
東限は西シベリアのイルチシ川流域），北米には最近
移入したことが明らかにされているが（Deeveyand
Deevey，1971；DeMeloandHebert，1994），ア
ジアからの記録はない。
上野（1937）以来日本では長い間，Bosmma属に
分類される種はB・jo凡gかCsかjsとB､COγegomの2種と
されてきた。黒萩・長内（1963）により石狩川古川に
おいて且允tα"sが記録されて3種となったが，Ueno
(1968）がLHPによる検討を加え，田中（1975）が丑
Table3．KeytoJapanesespeclesofGenusBos、,"La
允麺"sの日本での分布を論じて以来，再検討されず
に今日に至っている。
以上のように，日本列島に分布するBOS、加α属は
3種（Bcya7zopotα”αを認めると4種）であり，
Lieder（1957）の4亜属への分類に関しては，この
3種（または4種）は3亜属に分類される。LHPの
位置，後腹部と尾爪の状態からこの3亜属を分類同定
することは容易で，雄が観察できれば同定は確実なも
のとなろう。ただし，いずれの種も変異がきわめて大
きく，種に関してはさらに検討を要する。また，同時
に2種が出現する湖沼もあり，同定は高倍率下で慎重
に行う必要がある。日本列島に分布する3種の検索表
をTable3，Fig.3に示した。
(1)Bosmma（Bosmmα)jo噌かCsかis(0．FMUller､
1785）（Figs4-6）ゾウミジンコ
BosmmaJo凡g"Cs”s（0F.MUller,1785);Burck
hardt（1924)：234,Fig9；Ueno（1926)：285-287
Pl26,Figs、15；U釦o（1933)：308-309,pL10，fig
6-8；上野（1937)：73-74,fi9.58-3～4，59，60；水野
雌（Fig.3）
1殻弧線は分岐せず第2触角の基部近くを通る；側頭孔（I』HP）は大顎の挿入点近く，頭殻縁から少し離れて位
置する Bosmma（E邸6Cs刀z加α）Jo婚jspma
殻弧線は吻端近くより第2触角の基部上部付近で二本に分岐し，側頭孔（LHP）は二本の線の内側に位置す
る
尾爪は4－12の長い刺からなる櫛をもち，先端方向にある7－10の小さな刺につづく；LHPは第2触角の基部
に近い線上またはその付近に位置する；LHPは角度により長円形にみえることが多い
尾爪は4－10の傾斜した頑丈な刺をもち，小さな刺ではなく微毛につづく
位置する；LHPは円形
BOS"L加a（Bosmmα）jo,堰"Csかzs
；LHPは分岐した二本の線の中間に
-Bosm加a（Smo6osmmα）たtα"s
雄
1後腹部は側面が切断形で，虹門部は深く窪む；後腹部背縁には刺列がある；尾爪に顕著な刺や剛毛はない
(Fig.6B）
後腹部のH工門の窪みは浅いかまたは窪まない；後腹部背縁に刺列がない
Bosmma（BOS刀z加α）jo凡g"OSα〃s
尾爪に短い刺列がある
後腹部は側面が切断形（Fig9B）；尾爪は太いBOS、加a（Smobosm加α）んtα"s
後腹部は側面が切断形ではなく,尾爪基部から紅門部を経て尾刺へと徐々に移行する尾爪は小さいが，爪基部
とは明らかに区別できる（Fig.11B）Bosm加a（Ezめosmmα）ZongjSpma
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Fig.3PictoralKeytoidentificationofJapanesespecies(orsubgenus）ofBosmma
A：lateralheadpores，B：postabdomenandpostabdominalclaw．
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（1964)：80，fig28-5；上野（1965)：445，figs､1-4；
上野（1968)：154-156,FiglA,Fig.2;上野（1973)：
420-421,figs，20-39／1-5；水野（1991)：154,fi9．35
亜属Bosm加as,str・に属する唯一の種で，オセア
ニアを除きどこにでも出現する広域分布種であるが，
形態の変異が大きく，数多くの亜種や型が記載されて
きた。現在は1種とされているが，実際は複数の種に
分かれるのか，亜種を区別するのが良いのか，問題は
残されたままであり，決め手が見つかっていないので
BosmmajorLgかCsかjscomplexととらえた方が良い
ようである。特に，後腹部は明らかに本種の形態を示
すが，側頭孔（LHP）が亜属Smo6osmmaの形態を
とる個体群がFl6ssner（1986）によってBosmmacf
jo凡g"OSかjsとしてモンゴルから報告されており，筆
者も九州のいくつかの湖沼で同様の個体群の存在を確
認している。
雌：甲殻が厚く網目模様の明瞭な個体群から，薄く
透明な個体群まで変異に富む。複眼は大きく，頭端に
ある口吻は長く伸び，額毛は口吻と複眼の間に位置す
ることが多い。口吻につづく第1触角の長さはさまざ
まであるが，極端に長い個体群はなく，短いものから
中位までで，腹側に曲がり，特に先端部は鈎状に曲が
’
0.3mm
Fig.4ParthenogeneticfemaleofBosmmα
1785）．A：populationofRokusen-ike
l984，B：populationofLakeShiretoko
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（BOS"z加α）Jong"Cs”s（O､FMUller，
PondinTovamaCityonNovember9，
IIatSeptemberl5，1984.
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0.1mm
????．??
ParthenogeneticfemaleofBosmmα(BOS、加α)jo凡g"Cs"､is(0F・MUller，1785)．
fornixlinesandlateralheadpore，B：post-ventaralcornerofshellandmucro
postabdominalclaw，D：postabdomenandpostabdominalclaw．
る(Fig4）。殻弧線は第2触角基部の上方で，第2触
角基部に沿うものと直接大顎の挿入部に向かうものに
分岐する。側頭孔（LHP）は観察の方向によって長
円形に見えることも円形に見えることもあり，第2触
角基部に沿う殻弧線のすぐ近くに位置する(Fig5-A)。
殻の腹縁後部から伸びるムクロ（mucro）は個体群
により長短さまざまで，その方向も後方へ向くものか
ら下方へ向くものなどさまざまである。ムクロの腹側
に微少な鋸歯からなる切れ込みのみられることが多い
(Fig5-B）。後腹部は尾爪の基部の手前で切断された
ような形をとり，その大部分を占める虹門は多少とも
凹む（Fig5-D）。尾爪の基部には4－12の長刺から
なる櫛状部とそれにつづく7－10の短い頑丈な刺があ
る。長刺は先端方向へ傾いて生じている（Fig.5-C，
D）。‘
雄：外形は長卵形であるが，背部は後方へ向け傾斜
し，後縁との境は角ばる。口吻に可動的な大きな第1
触角がつく。第1触角の曲がりは雌に比較し小さい
(Fig6-A）。後腹部は雌と同様側面からみると切断
形で，虹門部の凹みは雌よりさらに深い（Fig6－B）。
また，虹門部と尾刺の間が凹む。尾爪は短い。第1胸
肢には大きな鈎があり，長短2本の把握鞭毛をもつ
(Fig.6-C）。
サイズ：雌0．3－08mm，雄02－0．5mm・
分布：北海道の最北端から九州まで，大きな湖から
小さな溜池まで，富栄養湖から貧栄養湖まで，広域に
わたりさまざまなタイプの湖沼に出現する。
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A
0.3mm
B C
0.1mm
Fig.6MaleofBosmma（BOS"z加α）IC凡g"OS〃js（0F.MUller，1785）
vlew，B：postabdomenandpostabdominalclaw，C：firstthoracthoracl簿
A：lateral
limb．
(2)Bosmma（Smobosm加α）わtα"sBurckhardt
l924（Figs､7-9）ニセゾウミジンコ
Bosm,maamem〃αZBrehm,1925;271-272,fig;
U釦o（1926)：287-288,P1.26：figs・l6
Bosmma血tα"sBurckhardt，1924；黒萩・長内
(1963)；水野（1964)：80，fig28-6；U釦o（1968)：
159-162,Fig．1；上野（1968)：161-162,FiglC，3
G-Gn,Fig4Fa－M；田中（1975)：36-39,figs、1-2冒
水野（1991)：156,Fig．37
亜属Smo6osmmaに分類されるB/tztα"sも変異が
大きく，Lieder（1983a）は甲殻背面が隆起し，第1
触角が腹側に曲がらず前方に伸びるか上方へそりかえ
り，ムクロが長く後方へ伸びる個体群（日本では河口
湖と山中湖に生息）をBcyaﾉzopom”αBurckhar“
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1924として別種にしているが，蒋・堵（1979）は中国
の且允”"sを6つの型（forma）に分け，河口湖タ
イプの個体を基本型とし，甲殻背面は隆起しているが，
第1触角は腹縁方向へ曲がり，ムクロも短く下方へ向
く個体群を長江型B允tα"sfcya凡opotα”αとして
いる。最近，Rivier（1998）はアムー ル川下流域の湖
沼から，河口湖タイプのさらに極端な形態をもつ個体
群をBosmma（Smo6osm加α）cya凡opotamLavar
pr､e"α〃s（Manuilova，1964）として報告している。
Bosm加ajo凡gかCsかZsと同様，亜属S加o6osmmaの
種も変異が大きく（地理的及び季節的），Bcyarzo
potα”αを種として認めるかどうかは東アジア全体の
変異を見極めた上で議論するのが妥当と考える。
雌：外形はBZong"OS”jsによく似るもの（鳥取県
日本産ゾウミジンコ科（甲殻類枝角目）の分類に関する再検討
湖山池の個体群）（Fig7-A）から中央背部がもりあ
がり，第1触角が前方へまっすぐ伸びるかまたは多少
上方へそりかえるもの（河口湖の個体群）（Fig7-B)ま
で大きく変異する。複眼は比較的大きく，口吻が長く
伸びる。額毛は複眼よりも口吻の第1触角の付着部分
近くに位置することが多い。殻弧線はBIO昭"℃s〃zs
同様分岐し，側頭孔は円形で分岐した線の中間に位置
する（Fig8-A）。殻腹縁後端のムクロは中位以上の
長さがある（Fig8-D)。後腹部の形態はBjong"Csかjs
に似るが，虹門部の凹みがほとんどない（Fig8-B）。
A
尾爪には6－8本の内側に傾斜した長刺があり，その
先には内側に向く1列の毛状剛毛がある（Fig8-C）。
雄：外形は長卵形で，背面は後方へ鋭く傾斜する
(Fig9-A）。後腹部では虹門部の凹みはなく（Fig9‐
B)，尾刺との間の凹みもない。尾爪はBIO凡g"Csかzs
よりも長く丸みをおび，3－8個の短い歯をもつ（Fig
9-C）。第1胸肢は大きな鈎と長鞭毛が1本ある（Fig
9-D）。
サイズ：雌02-0.8mm，雄0.3-04mm・
分布：日本でこれまでに記録された湖沼は，北から
0.3mm
0.3mm
Fig.7Parthenogenetlc
1924,A：population
LakeKawaguchi-ko
femalesofBos刀zma（Smo6osmmα）んtα"sBurckhaedt，
ofLakeKoyama－ikeonJune30，1984,B：Populationof
onOctober24，1984.
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0.1mm
Fig.8ParthenogeneticfemaleofBosmmα（Smobosmmα）んtα"sBurckhart，1924
A：fornixlinesandlateralheadpore，B：postabdomenandpostabdominai
claw，C：postabdominalclaw，D：post-ventralcornerofshellandmucro．
石狩川古川（黒萩・長内，1963），青森県上北湖沼群
(小川原沼，市柳沼，田面木沼）（田中，1975），中
禅寺湖（田中，1977），霞ケ浦・北浦（田中，1975），
牛久沼（田中，1985），河口湖（Brehm，1925），山
中湖（田中，1975），諏訪湖（田中，1973），佐久間
ダム湖（田中，1975），琵琶湖（MoriandMiura，
1990），湖山池（溝口，1985）である。このうち，河
口湖（841024），山中湖（841024），湖山池（84103砿
は標本（括弧内の数字は年・月・日を順に示す）で確
認した。東南アジアから東アジアにかけて広く分布す
るが，日本列島では分布が北に偏り，九州・四国から
は記録されていない。最西南端は鳥取県の湖山池であ
るが，中村（1969）がBosmmacoFegomとして報告
したものと同じ個体群であろう。1979年9月に湖山池
を調査した田中（1992）はBCCノヘegonjも且允”"sも
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出現していないと報告している。また，青森県上北湖
沼群のうち，1984年11月4日に採集した市柳沼の標本
には，BIO凡g"OS”sとBjongjsp加αの2種が含まれ
ていたが，本種はみられなかった。ここでは小久保・
川村（1949）によってBCCγego'zZとして記録されて
おり，田中（1975）がB/tz6α"sとしたものである。
Bosmma属では種の置き換えが生じることもあり
(U釦o，1972；田中，1980），また複数の種の共存す
ることも普通である。さらに遺伝子混入による変異の
増大も指摘されており（Lieder，1983b），上北湖沼
群のBosmmaについては，さらなる調査を必要とし
ている。
(3)BOS、加a（E邸bosm加α）jo凡gjSpmaLeydig，
1860（Figs､10,11）ハリナガゾウミジンコ（新称：
Bosmmaco戸ego刀Zse"goforma；U6no（1933）二
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309-310
Bosmmacorggo凡zyezoe"sjsU釦o，1933；310，Pl
lO，figs，11-12
Bom加αCO『egomBaird，1857；上野（1937）：75，
Fig61；水野（1964）：80，fig28-7；上野（1965）言
446,figs、1-5；上野(1968）：154-156,FiglB,Fig
3A-E,Fig4A－J；上野（1973）：420-421,figs20‐
39／6-8；水野（1991）：154,fig36
本種はわが国において今日までBCC戸ggomとされ
てきたが，その理由はBurckhardt（1899)やAurich
(1934）の整理によってEzj6osmmaの種がすべて
A
B､CO『ego凡Zにくくられた結果が今日まで踏襲されて
きたことによるのであろう。ヨーロッパや北米では
Lieder（1957,1983a，b）による研究結果をうけて
Bosmma属の再検討がなされ，少なくともEIJbosm加α
亜属は6種に整理されているが（Table2），わが国
では再検討されないまま今日に至ってしまった。
BcoFego凡jは甲殻の腹縁後方にムクロを欠くことを
特徴としており（DeeveyandDeevey,1971；Liede工
1983b；DeMeloandHebert，1994），日本に分布
するE邸6osmmα亜属に分類される個体群はいずれも
明瞭なムクロをもっており，第1触角が比較的短く
Lll－’
Fig.9MaleofBosmma
LakeKoyama－ikeon
postabdominalclaw，
1ol
lllnD．
0．3mm
0.1mm
(smo6osmmα）／tztα"sBurckhardt，1924collectedfrom
June30，1984．A：lateralview，B：postabdomenand
C：postabdominalclaw（anotherview），D：firstthoraclc
12：
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A
???、
患繍 、ー
へ
C
ダル
局可
lLLL-
~、
0．05mm
私っ
0.3mm
Fig.10ParthenogeneticfemalesofBosmmα（E邸6Cs刀zmα）Zo7唱ZSpmaLeydig,186＠
A：PopulationofLakeShikaribetuonJulyl4，1987,B：PopulationofLake
lchiyanagi-numaonNovember4，1984，C：PostabdomenofBindividual．
られている（Lieder，1983b）。
雌：外形はBjong〃OS〃jsに似ている
(体長の50％以下)，BOS"L加α(Ezめosmmα)Zo7堰jSpma
Leydigに同定される。
Lieder(1983a）はBjongjSpmaを2亜種(Bjorどjs‐
pmaJo7zgjSpmaLeydig，1860とB・IC凡gZSp加α戸邸/z盛
Lieder，1957）に分けているが，亜種BjongjSp加α
γ､邸/zejはオーストリアのザルツカマーグート湖の固有
亜種である（Lieder，1983b）。亜種BJongjSp加α
IC凡gjsp加αは大きな変異があり，いくつかの型に分け
(FiglO）
さ，複眼よ
l凡比・ノrノレYd,Lj･しU“らしノ〔ﾉoレノしつvーlど'、遣吋一'四、上1巳・ェLノノo
頭部の口吻にある額毛はB血tα"sと同様， り
も第1触角の付着部分に近く位置する。第1触角は短
いものから長いものまで変異し，腹側にゆるく曲がる。
殻弧線は分岐せず第2触角の基部近くを通る。側頭孔
は大顎の挿入点の背側に殻弧線からは離れて位置し，
円形。ムクロは短いものから長いものまで変異に富む
122
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0.3mm
B
0．05mm 、
Fig.11MaleofBosmma（＆ぬCs"l加α）JongjSpmaLeydig，1860collectedfrom
Lakelchiyanagl-numaonNovember4，1984．A：lateralview，B：postabdomen
andpostabdominalclow，C：firstthoraciclimb．
（FiglO-A，B)。後腹部の形状はBjo凡g"Cs〃jsに似
るが，尾爪には基部に近く5－10の頑丈な刺をもち，
末端部の1列の毛状短剛毛に続く（Fig.10-C)。
雄：卵円形または長円形で，殻の背側が傾斜するか
多少凹むかである。後腹部は他の亜属とは異なった形
態をしており，側面から見て切断形とはならず，末端
へ向け急角度で収束している（Fig.11）。肱門部はや
や膨らんでいるようにみえる。第1胸肢も他の亜属と
は異なる。
サイズ：雌0.4-1.7mm，雄0.3-0.6mm。
分布：筆者の確認した標本は以下のとおりである。
塘路湖（840916），阿寒湖（911023），阿寒パンケ湖
(911022），然別湖(870714），高見ダム湖（860716）”
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洞爺湖（871007），東大沼（871005），市柳沼(841101)。
上記湖沼以外のBcorego成としての記録には，声間
大沼，チミケップ湖，屈斜路湖，摩周湖，阿寒ペンケ
湖，支筋湖，田沢湖（以上の記録は，田中（1992）よ
り抜粋）があり，いずれもB,jo凡gzsp加αと考えられる
が，洞爺湖においては田中（1980）によると1978年の
有珠山噴火後に出現し，田沢湖においては発電所設置
に伴う酸性水の導入後の記録はない。また，筆者が検
鏡した1985年10月の摩周湖の標本にはBjo凡g〃OS〃js
だけが含まれていた。
田中晋
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